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２月
平成
４年

1992

横
浜
市
関
係

５
―
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市
間
技
術
協
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
）
事
務
局
、
横
浜
国

際
平
和
会
議
場
に
開
設

６
―
市
と
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
、
M
M
2
1
地

区
・
2
4
街
区
開
発
で
開
発
主
体
の
Ｔ
・
Ｒ
・
Ｙ

九
十
グ
ル
ー
プ
と
公
有
財
産
有
償
貸
与
予
約
契

約
を
締
結
。
▽
関
東
財
務
局
、
「
本
牧
山
頂
公

園
」
の
敷
地
と
し
て
国
有
地
五
・
六
ｈ
ａ
の
無

料
貸
付
契
約
を
市
と
締
結

７
―
相
模
鉄
道
二
俣
川
駅
北
口
再
開
発
事
業
に

あ
た
る
組
合
の
認
可
が
県
知
事
よ
り
下
り
る

　
1
0
―
市
、
「
国
際
学
生
会
館
」
　
（
仮
称
）
の
建

設
を
着
工

　
1
2
―
市
、
平
成
四
年
度
の
当
初
予
算
案
を
発
表
。

一
般
会
計
は
前
年
度
当
初
比
七
八
・
七
％
増
の

一
兆
二
千
六
百
六
十
六
億
二
千
六
百
万
円

　
1
3
―
横
浜
こ
ど
も
科
学
館
、
入
館
者
二
百
万
人

を
突
破

2
2
―
学
校
五
日
制
の
実
施
研
究
協
力
校
市
内
三

十
七
校
の
う
ち
八
校
で
土
曜
休
校
が
初
試
行

2
3
―
第
十
回
横
浜
国
際
女
子
駅
伝
開
催
。
▽

「
ク
イ
ー
ン
ー
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
号
」
、
三
年

ぶ
り
に
横
浜
港
に
入
港

2
4
―
姉
妹
都
市
リ
ョ
ン
市
の
市
長
ら
来
浜
。
M

M
2
1
地
区
な
ど
を
視
察

2
5
―
市
会
第
一
回
定
例
会
開
催
（
～
３
／
2
7
）

2
6
―
工
業
再
配
置
計
画
の
一
環
と
し
て
建
設
が

進
め
ら
れ
て
き
た
「
横
浜
イ
ン
ナ
ー
パ
ー
ク
」

が
完
成
、
竣
工
式
開
催

2
9
―
横
浜
港
観
光
の
た
め
の
レ
ス
ト
ラ
ン
船

「
マ
リ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
」
就
航

１
―
訪
米
中
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
・
ロ
シ

ア
大
統
領
と
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
が

初
の
首
脳
会
談
。
戦
略
核
の
大
幅
削

減
に
向
け
た
新
交
渉
開
始
な
ど
で
合

意
し
、
共
同
声
明
発
表
。
４
―
法
務

省
、
不
法
残
留
外
国
人
が
九
一
年
五

月
の
推
計
で
ほ
ぼ
、
十
六
万
人
と
発

表
。
７
―
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
、
共
通
の
通

貨
、
外
交
、
安
全
保
障
政
策
を
導
入

し
、
Ｅ
Ｃ
に
広
範
な
権
限
を
与
え
る

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
（
新
憲
法
）

に
調
印
。
▽
水
俣
病
東
京
訴
訟
で
、

東
京
地
裁
は
水
俣
病
認
定
申
請
者
ら
、

六
十
四
人
の
う
ち
四
十
二
人
を
認
定
。

チ
ッ
ソ
に
一
律
四
百
万
円
の
賠
償
を

命
じ
る
判
決
。
９
―
ロ
シ
ア
で
十
二

万
人
参
加
の
反
政
府
大
集
会
。
経
済

政
策
に
反
対
し
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統

領
の
辞
任
要
求
。
1
1
―
日
、
米
、
口
、

加
の
四
力
国
「
北
太
平
洋
さ
け
、
ま

す
保
存
条
約
」
に
署
名
。
さ
け
、
ま

す
の
沖
取
り
禁
止
確
定
。
▽
米
、
フ

ロ
ン
を
九
十
五
年
全
廃
へ
方
針
発
表
。

1
4
―
東
京
佐
川
急
便
の
四
千
九
百
億

円
に
上
る
債
務
保
障
や
融
資
の
件
で
、

渡
辺
前
社
長
ら
四
人
逮
捕
。
2
0
―
国

道
「
4
3
号
」
の
騒
音
や
排
ガ
ス
訴
訟

で
、
大
阪
高
裁
「
生
活
妨
害
」
と
認

め
、
国
と
道
路
公
団
に
総
額
二
億
三

壬
二
百
万
円
の
賠
償
命
令
。

自
治
体
・
国
・
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会
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横
浜
市
関
係

１
―
市
公
文
書
公
開
条
例
に
基
づ
く
簡
易
開
示

制
度
始
ま
る

８
―
「
第
十
三
回
横
浜
映
画
祭
」
、
関
内
ホ
ー

ル
で
開
催

　
1
4
―
市
交
通
局
、
地
下
鉄
と
バ
ス
の
両
方
に
使

用
で
き
る
共
通
カ
ー
ド
乗
車
券
と
カ
ー
ド
回
数

乗
車
券
を
発
売
。
▽
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
都
市
ヨ

コ
ハ
マ
を
考
え
る
「
横
浜
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
交
流

会
」
の
初
会
合
、
関
内
ホ
ー
ル
で
開
催

　
1
6
―
「
ヨ
コ
ハ
マ
都
市
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
上
フ
ム

国
際
会
議
」
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
（
～

1
9
日
）

2
2
―
若
草
台
地
区
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
開
催
。

緑
区
内
で
七
番
目

2
3
―
市
、
中
国
・
上
海
市
と
歴
史
的
建
築
物
を

生
か
し
た
街
並
み
の
整
備
に
協
力
す
る
覚
え
書

き
に
調
印

2
4
―
市
、
二
月
末
現
在
で
報
告
さ
れ
た
エ
イ
ズ

患
者
・
感
染
者
数
（
血
友
病
患
者
を
除
く
）
を

発
表
。
患
者
一
人
を
含
む
十
四
人
。
▽
「
美
空

ひ
ば
り
記
念
館
」
設
立
準
備
委
員
会
、
産
貿
セ

ン
タ
ー
で
開
催

3
0
―
市
、
「
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
」
の
建
物
と
土
地

を
市
有
地
と
交
換
す
る
契
約
を
国
と
締
結

3
1
―
住
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
障
害
者

地
域
活
動
ホ
ー
ム
「
シ
ー
サ
イ
ド
」
の
併
設
館
、

金
沢
区
に
完
成
し
、
開
所
式
開
催
。
▽
明
治
十

年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
で
最
初
の
伝
染
病
専
門

病
院
「
万
治
病
院
」
、
廃
院

１
―
暴
力
団
対
策
法
施
行
。
山
口
組

総
本
部
な
ど
四
府
県
の
計
百
九
ヵ
所

を
い
っ
せ
い
捜
査
、
六
十
五
人
逮
捕
。

３
―
日
教
組
、
税
制
上
の
優
遇
措
置

を
受
け
る
た
め
、
任
意
団
体
か
ら
社

団
法
人
と
す
る
規
約
改
正
を
行
い
、

争
議
行
為
の
項
目
を
削
除
。
６
―
福

岡
空
港
騒
音
訴
訟
の
控
訴
審
で
、
福

岡
高
裁
、
過
去
分
の
賠
償
約
一
億
四

千
万
円
の
支
払
い
を
国
に
命
じ
る
。

1
3
―
障
害
を
理
由
に
し
た
高
校
入
試

不
合
格
処
分
の
訴
訟
で
、
神
戸
地
裁
、

処
分
取
り
消
し
と
百
万
円
の
損
害
賠

償
を
尼
崎
市
に
命
じ
た
。
1
7
―
南
ア

共
和
国
で
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
改

革
続
行
の
是
非
を
問
う
白
人
有
権
者

の
信
任
投
票
で
、
改
革
賛
成
六
八
。

七
％
を
占
め
た
。
1
8
―
日
本
医
師
会

の
生
命
倫
理
懇
談
会
、
尊
厳
死
を
認

め
、
自
然
死
法
の
制
定
を
求
め
る
報

告
書
を
公
表
。
2
5
―
厚
生
省
公
衆
衛

生
審
議
会
第
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
死
亡
し
た
三
歳
女
児
の
遺
族
に

約
二
千
万
円
を
支
払
う
と
、
死
者
に

対
す
る
初
の
救
済
制
度
認
定
。
2
7
―

公
務
員
に
完
全
週
休
二
日
制
を
導
入

す
る
た
め
の
一
般
職
給
与
休
日
法
改

正
案
設
立
。
▽
国
土
庁
、
一
月
一
日

現
在
の
地
価
公
示
価
格
発
表
、
全
国

平
均
で
住
宅
地
前
年
比
五
・
六
％
マ

イ
ナ
ス
。

自
治
体
・
国
・
社
会

市政日誌



月４

１
―
下
永
谷
駅
周
辺
、
市
の
自
転
車
等
放
置
禁

止
区
域
に
指
定

８
―
県
内
で
初
の
精
神
薄
弱
者
福
祉
工
場
「
ダ

イ
ア
磯
子
」
が
完
成
、
開
所
式

９
―
市
斎
場
整
備
検
討
委
員
会
、
市
長
に
最
終

報
告
書
を
提
出

　
1
0
―
二
俣
川
駅
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
開

所
式
。
市
内
四
ヵ
所
目

　
1
1
―
市
の
第
二
、
第
四
の
隔
週
閉
庁
制
度
ス
タ
ー

　
1
3
―
市
の
生
産
緑
地
地
区
指
定
の
都
市
計
画
素

案
の
任
意
縦
覧
と
意
見
の
受
付
始
ま
る

　
1
7
―
横
浜
化
学
工
業
団
地
バ
イ
オ
ー
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
研
究
所
、
金
沢
バ
イ
オ
パ
ー

ク
内
に
オ
ー
プ
ン
。
▽
港
北
区
で
四
町
内
会
が

共
同
で
ビ
ル
形
式
の
町
内
会
館
を
開
館
。
市
内

初　
1
8
―
船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
児
童
公
園
「
中
村
冒

険
パ
ー
ク
」
が
南
区
に
完
成
し
、
開
園
式
開
催
。

▽
「
第
十
三
回
野
毛
大
道
芸
ふ
ぇ
す
て
ぃ
ば
る
」

開
催
（
～
1
9
日
）

2
1
―
神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の

拠
点
と
ぢ
な
る
「
か
な
が
わ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
」

県
立
保
土
ヶ
谷
公
園
内
に
オ
ー
プ
ン
。
▽
「
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
港
南
」
開
局

2
5
―
「
中
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン
。

十
二
館
目
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
在
宅
支

援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
の
複
合
施
設
。
▽
旭

区
大
池
公
園
に
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
「
お
お
い

け
ら
ん
ど
」
が
完
成
し
、
開
館
式
開
催

１
―
日
本
銀
行
、
公
定
歩
合
を
〇
・

七
五
％
引
き
下
げ
、
年
三
・
七
五
％

と
す
る
こ
と
に
決
め
、
即
日
実
施
。

８
―
宮
城
県
の
病
院
で
、
日
本
初
の

顕
微
受
精
の
女
児
誕
生
。
９
―
一
般

会
計
七
十
二
兆
二
千
百
八
十
億
円
の

九
二
年
度
予
算
案
、
参
院
で
否
決
さ

れ
た
が
、
両
院
協
議
会
を
経
て
衆
院

の
議
決
が
優
先
さ
れ
成
立
。
▽
英
国

で
総
選
挙
実
施
、
保
守
党
が
過
半
数

を
確
保
。
1
1
―
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
元
ソ

連
大
統
領
が
来
日
。
1
4
―
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
に
よ
る
と
九
一
年
度
の
倒

産
件
数
一
万
千
七
百
六
十
七
件
、
負

債
総
額
七
兆
七
千
七
百
三
十
七
億
円

で
史
上
最
悪
。
1
6
―
職
場
で
の
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
訴
訟
で
、

福
岡
地
裁
、
不
法
行
為
と
認
定
。
出

版
社
と
元
上
司
に
損
害
賠
償
命
令
。

1
9
―
厚
生
省
推
計
で
、
九
二
年
度
医

療
費
総
額
二
十
三
兆
千
七
百
億
円
と

過
去
最
高
。
国
民
一
人
あ
た
り
年
間

十
八
万
六
千
円
。
2
4
―
運
輸
省
、
東

京
、
横
浜
地
区
な
ど
の
タ
ク
シ
ー
運

賃
、
一
二
％
の
値
上
げ
認
可
。
2
9
―

米
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
で
、
黒
人
男
性

に
暴
行
し
た
白
人
警
官
四
人
に
無
罪

の
評
決
で
、
暴
動
発
生
。
他
の
都
市

に
も
飛
び
火
。
三
十
人
以
上
が
死
亡
。

月５

１
―
「
地
球
環
境
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
上
フ
ム
」

新
都
市
ホ
ー
ル
で
開
催
（
～
３
日
）

３
―
開
港
記
念
み
な
と
祭
の
第
四
十
回
国
際
仮

装
行
列
。
三
十
六
万
人

８
－
市
行
政
区
再
編
成
審
議
会
（
一
杉
哲
也
会

長
）
、
港
北
区
と
緑
区
を
四
区
に
分
割
す
る
最

終
答
申
案
を
市
長
に
提
出

　
1
1
―
港
北
区
茅
ケ
崎
町
に
「
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
開
設

　
1
2
―
上
海
市
の
黄
菊
市
長
、
高
秀
市
長
を
表
敬

訪
問

　
1
3
―
五
月
定
例
市
会
開
会
（
～
2
2
日
）
。
▽
東

名
高
速
道
路
横
浜
・
緑
イ
ン
タ
ー
設
置
推
進
協

議
会
、
設
立
総
会
を
開
催

　
1
4
―
七
都
県
市
首
脳
会
議
（
首
都
圏
サ
ミ
ッ
ト
）

新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
。
「
地
球
環

境
保
全
首
都
圏
ア
ピ
ー
ル
」
を
採
択

　
1
6
―
戸
塚
駅
東
口
周
辺
再
開
発
協
議
会
、
発
足

　
1
9
―
保
土
ケ
谷
区
川
島
町
公
園
に
こ
ど
も
ロ
グ

ハ
ウ
ス
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ハ
ウ
ス
」
が
完
成
、

開
館
式

2
5
―
東
京
、
大
阪
、
横
浜
の
三
地
域
で
自
動
車

排
ガ
ス
公
害
の
軽
減
を
目
指
す
「
自
動
車
排
出

窒
素
酸
化
物
総
量
削
減
特
別
措
置
法
」
成
立

2
6
―
「
横
浜
市
下
水
道
事
業
研
究
会
」
、
下
水

道
使
用
料
金
体
系
見
直
し
を
市
長
に
提
言

2
7
―
「
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
懇
談
会
」
、
発
足
。

▽
市
、
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
建
設
を
計
画
し
て

い
る
東
京
電
力
と
初
の
環
境
保
全
協
定
を
締
結

3
1
―
新
港
ふ
頭
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
内
部
初
の

一
般
公
開

４
―
総
務
庁
、
十
五
歳
未
満
の
子
供

数
は
、
二
千
百
六
十
四
万
人
で
前
年

よ
り
五
十
七
万
人
減
、
総
人
口
比
一

七
・
四
％
で
最
低
記
録
と
発
表
。
６
―

九
一
年
度
貿
易
黒
字
千
百
三
十
四
億

ド
ル
で
、
前
年
比
六
二
・
四
％
増
、

過
去
最
高
。
８
―
横
綱
北
勝
海
引
退

表
明
、
六
十
一
年
ぶ
り
の
横
綱
不
在
。

1
1
―
北
方
領
土
へ
の
ビ
ザ
な
し
渡
航

の
日
本
側
第
一
弾
、
元
島
民
ら
四
十

五
人
出
港
。
1
4
―
農
水
省
、
二
千
年

ま
で
に
、
中
核
的
農
家
を
三
十
五
～

四
十
万
戸
に
集
約
す
る
な
ど
と
し
た

「
新
し
い
食
料
、
農
業
、
農
村
政
策
」

の
基
本
方
針
。
1
5
―
沖
縄
の
本
土
復

帰
二
十
周
年
を
迎
え
、
政
府
の
記
念

式
典
が
東
京
で
開
催
。
▽
経
企
庁
、

新
し
い
国
民
生
活
指
標
に
よ
る
地
域

別
の
「
豊
か
さ
指
標
」
発
表
。
北
陸

が
一
位
。
北
海
道
二
位
。
大
阪
な
ど

近
畿
臨
海
が
最
低
の
十
二
位
。
2
1
―

経
済
審
議
会
「
生
活
大
国
」
実
現
の

た
め
年
収
の
五
倍
程
度
で
住
宅
取
得

可
能
、
年
間
労
働
時
間
千
八
百
時
間

と
す
る
な
ど
の
報
告
書
を
ま
と
め
る
。

2
2
―
映
画
俳
優
で
監
督
の
伊
丹
十
三

さ
ん
が
帰
宅
し
、
駐
車
場
で
三
人
組

の
男
に
襲
わ
れ
重
傷
。
2
6
―
政
府
は
、

九
二
年
度
か
ら
始
ま
る
新
経
済
五
ヵ

年
計
画
期
間
中
の
実
質
経
済
成
長
率

を
年
平
均
三
・
五
％
と
決
定
。
こ
れ

ま
で
の
最
低
。
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